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来
年
の
今
頃
は
新
し

い
元
号
に
な
っ
て
い
る

が
、
た
ぶ
ん
、
馴
染

め
な
い
状
態
だ
ろ
う

し
、
馴
れ
る
ま
で
に
は

時
間
が
か
か
る
に
違
い

な
い
。
こ
の
元
号
と
い

う
も
の
は
、
日
本
に
し

か
な
い
。
も
と
は
紀
元
前
2
世
紀

の
中
国
に
発
す
る
が
、
今
で
は
中

国
で
も
使
わ
れ
て
い
な
い
▼
「
明

治
」と
い
う
元
号
は
、候
補
に
上
っ

た
幾
つ
か
の
元
号
の
中
か
ら
天
皇

が
く
じ
を
引
い
て
決
ま
っ
た
そ
う

だ
。
ま
た
、「
昭
和
」
と
い
う
元

号
の
誕
生
に
も
逸
話
が
あ
る
。
あ

る
新
聞
社
が
元
号
が
公
表
さ
れ
る

前
に
ス
ク
ー
プ
と
し
て
「
光
文
」

だ
と
大
々
的
に
報
道
し
た
。
そ
の

速
報
を
知
っ
た
政
府
筋
は
、
事
前

に
漏
れ
た
こ
と
を
ま
ず
い
と
思
っ

た
の
だ
ろ
う
、
急
遽
「
昭
和
」
に

差
し
替
え
た
と
い
う
。
新
元
号
が

発
表
さ
れ
る
来
年
の
5
月
1
日
前

に
は
報
道
機
関
に
よ
る
ス
ク
ー
プ

合
戦
が
起
こ
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
▼
元
号
が
変
わ
る
と
、
役
所

の
書
類
や
免
許
証
の
表
示
も
変
え

ね
ば
な
ら
な
い
し
、
特
に
カ
レ
ン

ダ
ー
業
界
な
ど
は
元
号
や
祝
日
の

変
更
な
ど
大
変
だ
ろ
う
。
合
理
性

か
ら
云
え
ば
、
た
し
か
に
西
暦
表

示
の
ほ
う
が
、
変
更
も
な
く
世
界

標
準
で
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
る
。
だ

が
、
江
戸
時
代
以
前
と
違
っ
て
明

治
以
降
は
天
皇
在
位
期
間
に
一
つ

の
元
号
を
充
て
る
「
一
世
一
元
」

と
な
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
を
象
徴
的
に
表
現
で
き
、
便
利

で
も
あ
る
。
例
え
ば
「
頑
固
な
明

治
男
」
と
か
「
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
な
ど
、
そ
の
言
葉
で
時
代

の
雰
囲
気
が
よ
く
分
か
る
。
そ
れ

に
し
て
も
「
昭
和
は
遠
く
な
り
に

け
り
」
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
都
市
エ
ル
サ
レ
ム
の
ス
コ
ー
プ
ス
山
で
6
月
13

日
、
天
台
宗
僧
侶
ら
有
志
が
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
法
要
を
執
り

行
っ
た
。
同
法
要
は
、
天
台
宗
の
高
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
「
葉
上
照

澄
大
阿
闍
梨
の
足
跡
を
辿
る
」行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

代
表
の
横
山
照
泰
護
心
院
住
職
（
延
暦
寺
一
山
）
は
、
法
要
で
「
こ

の
地
に
お
い
て
有
志
の
善
侶
、
清
衆
相
集
い
謹
ん
で
世
界
平
和
へ
の

誠
の
祈
り
を
捧
げ
る
」
と
表
白
を
奏
上
し
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
で
天
台

宗
僧
侶
が
平
和
祈
願
法
要
を
厳
修
す
る
の
は
初
め
て
。

　
今
回
の
「
祈
り
の
旅
」
は
、
横

山
住
職
が
発
起
人
と
な
り
、
川
口

圓
玄
海
岸
寺
住
職
（
東
海
教
区
）

が
事
務
局
長
と
な
っ
て
企
画
。
天

台
宗
僧
侶
の
ほ
か
学
生
時
代
か
ら

葉
上
大
阿
闍
梨
の
篤
信
者
で
あ
る

田
中
孝
一
ダ
イ
セ
ー
グ
ル
ー
プ
会

長
（
東
京
）
ら
15
名
が
参
加
し
て

6
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
行
わ
れ

た
。

  

エ
ル
サ
レ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ー
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
地

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
多
種
多
様

な
人
種
、
民
族
が
交
差
し
、
紛
争

が
残
る
地
で
あ
る
。

　
横
山
住
職
は
法
要
で
「
平
和
を

願
う
心
は
国
、
人
種
、
宗
教
を
超

越
す
る
も
の
と
信
ず
る
。
光
は
影

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
大
地
に
散
っ

た
幾
多
の
御
霊
の
影
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
我
ら
は

兄
弟
の
悲
壮
な
最
期
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
の
地
上
に
誠
の
平
和

を
実
現
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
痛
感
す
る
者
で
あ
る
。
そ

の
実
現
に
向
け
て
各
々
成
す
べ
き

を
成
し
ゆ
く
こ
と
こ
そ
、
兄
弟
の

霊
を
慰
め
る
最
善
の
道
と
確
信
す

る
」（
表
白
・
要
旨
）
と
述
べ
た
。

　
期
間
中
、
一
行
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
宗
教
指
導
者
ら
と
会
談
。
精
力

的
に
世
界
平
和
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
横
山
住
職
か
ら
葉
上
師
の
功
績

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
各
宗
教

指
導
者
は
一
様
に
「
そ
の
よ
う
に

優
れ
た
日
本
の
宗
教
者
が
存
命
で

あ
れ
ば
是
非
お
会
い
し
た
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
述
べ
た
。

　
12
日
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
ガ
リ
ラ
ヤ

で
葉
上
大
阿
闍
梨
を
記
念
し
た
植

樹
が
行
わ
れ
た
。
　
　

　
比
叡
山
延
暦
寺
浄
土
院
で
6
月

4
日
に
執
り
行
わ
れ
た
長
講
会
に

お
い
て
、
今
年
の
戸
津
説
法
師
に

佐
々
木
光
澄
延
暦
寺
一
山
五
智
院

住
職
が
、
森
川
宏
映
天
台
座
主
猊

下
よ
り
指
名
さ
れ
た
。

　
戸
津
説
法
は
宗
祖
伝
教
大
師
が

両
親
の
供
養
と
民
衆
教
化
の
た
め

琵
琶
湖
畔
の
戸
津
浜
で
説
法
を
し

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　
毎
年
8
月
21
日
か
ら
25
日
の
5

日
間
、
下
阪
本
の
東
南
寺
で
法
華

経
の
説
法
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら

東
南
寺
説
法
と
も
称
さ
れ
る
。

　
戸
津
説
法
は
「
天
台
座
主
へ
の

登
竜
門
」
と
も
称
さ
れ
て
お
り
、

説
法
師
を
つ
と
め
る
と
、
将
来
天

台
座
主
へ
の
道
が
開
け
る
。

　
佐
々
木
師
は
昭
和
22
年
生
ま

れ
、
71
歳
。
大
僧
正
。
京
都
大
学

経
済
学
部
卒
。
延
暦
寺
副
執
行
、

延
暦
寺
一
山
会
議
議
長
な
ど
を
歴

任
。
現
在
は
延
暦
寺
学
園
常
任
理

事
、事
務
局
長
を
つ
と
め
て
い
る
。
　

佐々木光澄師

戸
津
説
法

説
法
師
に

佐
々
木
光
澄
師

エルサレム市街を一望するスコープス山で世界平和を祈る横山代表

弟
子
ら
、
葉
上
師
の
足
跡
を
辿
っ
て

エルサレムで世界平和祈願

大
阪
府
北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
　

　
　
　
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天
　
　
　
　
台
　
　
　
　
宗

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部


